
明治学院バッハ・アカデミー会報　（第５号）

巻頭言

芸術監督　樋口　隆一 

2012年度の活動を振り返ると、それは「芸術的成功と、経済的打撃」という一言に尽きます。前号

で触れたように、前年度の最後を飾る 3月 20日、サントリーホールでの《マタイ受難曲》演奏会は大

成功で、5月に発売された雑誌『音楽の友』2月号の Rondo欄では、「J.S.バッハの人間存在への信

頼に寄り添って」と題した池田卓夫氏の名文が、その演奏の本質をみごとに描写して下さいました。

2012年度の演奏会は、本来ならば秋にしたかったのですが、サントリーホールが 2017年度前半

に改修閉館を予定しているために、秋のシーズンには会場が確保できず、急遽、2月 21日（火）に、

フォーレの《レクイエム》を中心とした演奏会を開催することとなりました。するとふたたび『音楽の

友』9月号の Rondo欄で、萩谷由喜子氏が「『明治学院バッハ・アカデミー』の底力」という力のこ

もった賛辞を寄せて下さるほどの充実した演奏会となりました。しかし、平日であったこと、また合唱

とオルガン、管弦楽による日本ではかなりユニークなプログラムであったこともあって、集客ははかば

かしくなく、合唱団は経済的に大きな打撃をこうむることになりました。これは当団にとって初めての

興行的失敗と言えます。この点で、皆様には心からお詫び申し上げねばなりません。これまでの演

奏会が、興行的にも至極順調であったこともあり、関係者全員が無意識のうちに楽観的になってい

たこともありました。よい反省の材料となりました。

しかし、芸術的には驚くべき大成功

であったこともまた事実です。私たちは、

2008年と 2009年には「アンナ・マクダ

レーナ・バッハが愛した夫――J.S.バッ

ハ」、2011年と 2012年には「ウィーン音

楽散歩」と題したオルガンレクチャーコ

ンサートを通じて、サントリーホールの

リーガー製大オルガンを使った演奏会

の経験を積んできました。そこで今回は、

フォーレの《レクイエム》を上演するにあ

たり、「J.S.バッハ」のときのパートナー

だった椎名雄一郎さんをオルガニスト、

さらにオーケストラとしては、白石ホワイ

トキューブでのジョイントコンサートで協力関係を重ねてきたN響団友オーケストラをお迎えしてユ

ニークなプログラミングに成功しました。私の頭の中では、ヨーロッパの大聖堂における豪華な演奏

会をイメージしていたのです。

冒頭に演奏したプーランクの《オルガン、ティンパニと弦楽合奏のための協奏曲》は、ドイツ留学中

の若き日の私が、テュービンゲン大学管弦楽団と合唱団のヴェネツィア演奏旅行で、聖マルコ大聖

堂で体験した感動を再現するものでもありました。そしてモーツァルトの《ハフナー交響曲》と《ミサ曲

変ロ長調》とで前半が終わり、休憩を挟んでの後半は、椎名さんのオルガン独奏によるフランクの《コ
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2016.6．21フォーレ　「レクイエム」演奏会　リハーサル



ラール第 3番》とフォーレの《レ》イエム》で、サントリーホールはさながらパリのカテドラルのような音

楽が満ちたのです。光野孝子さんの「ピエ・イェズ」、河野克典さんの「リベラ・メ」の名唱も忘れがたい

ものとなりました。モーツァルトのミサ曲でもこのおふたりの名歌手と並んで、松本明子（Ms）、伊田明

弘（T）の２人の合唱団員が立派にソロを務めてくれました。

秋のシーズンも多彩でした。11月 19日（土）、白石ホワイトキューブでのジョイントコンサートでは、

まず佐々木隆行さんの指揮で佐藤眞作曲の混声合唱のための組曲「蔵王」を歌い、演奏会後半は

樋口指揮N響団友オーケストラによるバッハの《ブランデンブル》協奏曲第４番ト長調》BWV1049、

さらにバッハの《ミサ曲イ長調》BWV234 という豪華なプログラムでした。長らくN響の首席奏者を務

められた小出信也さんによる素晴らしいフルートの音色が印象的でした。定員 600席のホールはほ

とんど満席に近く、2013年 1月以来、5回にわたって積み重ねてきた白石キューブ合唱団とのジョイ

ントコンサートの努力が実った演奏会となりました。

それからわずか 1週間後の 11月 26日（土）には、恒例のチャレンジコミュニティ－大学特別演奏

会が、明治学院大学アートホールで開催されました。樋口のレ》チャーを交えたこの演奏会の前半

は、バッハのモテット第 3番《イエス、わが喜び》、そして後半は白石と同じくバッハの《ミサ曲イ長

調》BWV234でしたが、ここでは栗島和子さんのオルガン伴奏で上演されました。ミサ曲のソリストは

どちらの演奏会も、光野孝子（S）、林田素子（A）、伊田明弘（T）、高槻靖（B）という陣容で、光野さん

以外は全員合唱団員ながら、見事な歌唱を聴かせてくれたのは嬉しいことでした。

　12月 23日（金）には恒例の「明治学院》リスマス音楽礼拝」がチャペルで行われ、私たちは讃美歌

のほか、バッハの《》リスマス・オラトリオ》から第 1部の最後を飾る第 9曲のコラール「ああ、最愛のイ

エス様」とヘンデルの《ハレルヤ》を歌わせていただき、心をひとつとして》リスマスを祝うことができま

した。

　サントリーホールで行われた 2回の演奏会から、2種類の CDが制作されたことは、2016年度の大

きな収穫と言えます。

　まず、3月 20日のバッハ《マタイ受難曲》後期

稿は、ながらく当団の演奏会の録音を担当してく

れているエヌ・アンド・エフ社のmolto fine（モル

ト・フィーネ）レーベルとして、ユニバーサルミュー

ジッ》 IMSから 2016年 11月に発売されました。

3枚組の CDには、歌詞対訳も含めて 60頁にも

およぶ充実したブッ》レットが添えられ、各方面か

ら多くの賛辞が寄せられたことはありがたいかぎり

です。雑誌『レコード芸術』1月号、雑誌『あんさ

んぶる』の批評のほか、高名な編集者の大原哲

夫さんからはすばらしいエッセイもいただき、合唱

団のホームページと facebookページに掲載させ

ていただくことができました。

　2017年 2月 22日には、フォーレの《レ》イエム》が、オ》タヴィア・レコードから発売されました。これ

また非常に満足のいく録音なので、各方面からの反響が楽しみです。
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マタイ受難曲 CD　molto fine MF22312-14







＜フォーレ演奏会に参加して＞

横山　聡　（合唱団バス）

フォーレの《レクイエム》を「体験したい」。

　そう願っていたのは、今から10年ほど前から和声学、音楽分析を改めて勉強しだして一段落した

頃、フォーレの歌曲を何曲か和声分析などをやった頃だったろうか。フォーレの旋法的な流とそれを

絶妙に支える異名同音を駆使した転調、何よりかの「フォーレ終止」。しかし和声分析の場では、ピア

ノという平均律に縛られた響きであって、合唱の織りなす純粋な響きに憧れながらも、そこから自由に

なった響きは想像の世界にとどまっていた。自分では日頃偉そうに「音楽は録音で聴くことは音楽受

容の一部に過ぎず、自らが音のひびく場を『体験』をしてこそである」と望んではいても、日常の仕事

の世界からはそんな贅沢なことは夢のまた夢であった。

　2016年の春、復活祭に合わせてのバッハの《マタイ》の東京の演奏では、明治学院バッハ・アカデ

ミーの演奏が一番良かった、と演奏会スズメたちがささやいていた。自分では同時期のライプツィッヒ

の合唱団での演奏会に合点がいかなかったところ、そんなことならば行けば良かったなぁ、と縁あっ

て facebookで「友達」の樋口隆一先生にその旨をお送りした。すると、何と今度は《レクイエム》をやる

という。ワォ。

　練習の見学だけでもさせていいただけないか、と図々しくも切り出すと、「ああどうぞ見学だけでもで

きますから、いらっしゃいな」とのお言葉。それに甘えて、ノコノコ出かけたのが3月28日のサントリー

に向けての初練習だった。

　物見遊山気分で高輪台まで行くと、古い洋館

づくりの練習場にまず驚き、場違いなところに

迷い込んだか、と気づくもすでに遅しで練習が

始まる。《レクイエム》出だしのd-moll のオルガ

ンによる主和音が、高い天井の広い空間に柔

らかく広がってゆく。そして静々と始まる

「Requiem」の歌、バスがC音を経て B音の上

にのる堂々としたオルガンと歌声、特に 4度の

澄んだ響きは、あっという間に心をを虜にした。

　その日の練習2時間が夢のように終わり、樋

口先生にお礼のご挨拶にうかがうと、こんな感

じでやってますよ良いでしょう？と和かにお返し

いただく。すでに心はこの響きを側で聴くだけ

でではなく「体験」したい、参加したい、と先走る。

実は合唱なるものは中学3年以来であるし、カラオケをやらないので、発声も何もあったものではな

い。でも、そんなことは吹き飛ばす魅力があの練習場には満ちていた。

　しかし当然のことながら、そこから先の道のりは甘いものではない。提供されていた音取りのmidiの

ファイルを聴いても、今一つ音が取れない、音程が取れても慣れないラテン語の歌詞がつくと全滅の

模様。加えてのモーツァルト《ミサ・ブレヴィス》はテンポも速く、歌詞だけを口にするだけでロレツが回

らず、八方ふさがりの状況である。平日の休憩時間はラテン語の早口言葉の練習、仕事が終わると
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明治学院記念館(練習会場)








